
  

第 ３ 章  健 康 づ く り 

保健サービス課 

１ 成人保健 

    年齢、心身の状況に応じて健康教育、健康診査等の保健事業を総合的に実施し、生活習慣病等

の予防、早期発見、早期治療を図るとともに、自分自身の健康に対する自覚を高め老後の健康と

適切な医療を確保する目的で、区では次のような保健事業を実施している。 

（１）健康手帳の交付 

健康手帳は特定健康診査（総合健康診査）・保健指導等の記録、その他健康の保持のために

必要な事項を記載し、自らの健康管理と適切な医療に資することを目的とする。平成２１年度

からは、４０歳の方に郵送しているほか、４１歳以上の希望者に交付している。 

老人医療受給者証

新規対象者

平成 ２１ 年度 3,133 ― 11

平成 ２２ 年度 3,225 ― 13

平成 ２３ 年度 3,340 ― 9

平成 ２４ 年度 3,542 ― 7

平成 ２５ 年度 3,502 ― 6

区         分 交　付　総　数 ４１歳以上の希望者

 

＊平成１９年度までは、７０歳到達者に送付。 

＊平成２０年度は、４０歳～６７歳の者に送付。 

（２）区民健診（循環器健診等） 

健診機会の少ない４０歳未満の区民を対象に、結核・生活習慣病の早期発見と予防を目的とし

て健診を実施している。１６年度からC型肝炎検査も別個同日に実施。 

実

人
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血
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型
肝
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420 420 416 409 130 61 282 283

377 377 376 373 156 71 212 211

399(3) 399(3) 395(3) 392(3) 178(3) 70(3) 191(2) 192(2)

413 413 412 408 187 100 202 200

348 348 347 344 142 71 170 169平成 ２５ 年度

平成 ２４ 年度

　　　　　　　　　検　　　　査　　　　件　　　　数　　　　　

平成 ２３ 年度

平成 ２２ 年度

平成 ２１ 年度

区  　分

 
＊15年度から心電図・聴力検査を追加（希望者）。 

＊20年度からは、Ｃ型肝炎検査とＢ型肝炎検査を無料で実施（希望者）。 

＊23年度からは、厚生労働省の事務連絡「東日本大震災により被災したものに係る健康増進事業の実

施に関する取扱いについて」（平成23年 5月 31日付）に基づき避難者が受診。表の（ ）は避難者数

を外数で示したもの。 
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（３）総合健康診査 

平成２０年度から高齢者の医療の確保に関する法律等に基づいて４０歳以上の者に健康診査

を実施している。平成１９年度までの基本健康診査と同じ健診内容とするため独自に上乗せ項目

を追加して「総合健康診査」として、地区医師会に委託して協力医療機関で実施している。 

 

 
区 分 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度 

国民健康保険 

対象者(人) 38,470 40,484 40,500 40,026 40,008 

受診者(人) 14,405 15,564 15,367 15,382 15,557 

受診率(％) 37.44 38.44 37.94 38.43 38.88 

後期高齢者 

医療保険  

対象者(人) 16,810 17,476 18,049 18,562 19,195 

受診者(人) 8,487 9,020 9,268 9,454 9,895 

受診率(％) 50.49 51.61 51.35 50.93 51.55 

生活保護 

受給者等 

対象者(人) 6,642 5,334 5,926 6,048 6,155 

受診者(人) 1,912 1,253 1,327 1,498 1,552 

受診率(％) 28.79 23.49 22.39 24.77 25.22 

計 
対象者(人) 61,922 63,294 64,475 64,636 65,358 

受診者(人) 24,804 25,837 25,962 26,334 27,004 

受診率(％) 40.06 40.82 40.27 40.74 41.32 

 
 
区 分 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度 

社会保険 

等加入者 

(上乗せ健診） 

対象者(人) 41,112 42,397 42,106 43,374 44,506 

受診者(人) 1,759 1,801 1,907 1,904 1,976 
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（４）特定保健指導 

平成２０年度より特定健診（40 歳から 74 歳）受診者のうち特定保健指導の該当者に保健指導

を実施している。                                   （単位：人） 

年 度 
総合健診受診者数 

（国保加入者数） 

保健指導対象者 
保健指導 終

了者 
実施率（％）動機付け 

支援 
積極的支援 合 計 

20 14,445 703 507 1,210 286 23.6

21 14,405 1,228 693 1,921 425 22.1

22 15,564 1,186 668 1,854 290 15.6

23 15,367 1,126 638 1,764 308 17.5

24 15,382 1,040 608 1,648 252 15.3

・動機づけ支援とは、初回面接から６ヵ月間に手紙・電話でのサポート。 
     ・積極的支援とは、初回面接から６ヵ月間に面接・手紙・電話で数回サポート。 
 

（５）糖尿病対策 

 平成２５年度より、糖尿病予防及び重症化防止対策のために地域関係機関と協議会を設置し、

糖尿病の知識の普及啓発と早期に医療に繋げるしくみ作りを行う。 

 

 1. 協議会 年３回（6月27日・9月 4日・2月 24日開催） 

 

 ２. 区民向け講演会 年１回 

       日 時：11月 29日（金） 

       会 場：生涯学習センターミレニアムホール 

       テーマ：「糖尿病の予防と治療の最新情報」 

       講 師：永寿総合病院糖尿病臨床研究センター 渥美義仁 先生 

       参加者：188名 

 

 ３. 糖尿病の知識の普及啓発 

      ・広報たいとう11月 5日号 

      ・健康づくり啓発広報紙「けんこうの芽」（第2号） 

      ・区民向け講演会のロビーで糖尿病に関するパネル等を展示 

 

（６）胃がん検診 

胃がんの早期発見、早期治療を目的として区民（３５歳以上）で検診を希望する者 

  を対象に実施している。 

異 常 な し 要 精 密 要 経 過 観 察 判 定 不 能
平 成 ２ １ 年 度 1 ,6 4 9 2 .2 % 1 ,3 5 4 2 6 7 - 2 8 3
平 成 ２ ２ 年 度 1 ,4 7 5 2 .0 % 1 ,1 8 2 2 0 1 8 8 4 2
平 成 ２ ３ 年 度 1 ,3 9 8 1 .9 % 1 ,1 0 1 1 8 3 1 1 1 3 1
平 成 ２ ４ 年 度 2 ,0 7 6 2 .8 % 1 ,6 6 8 1 7 1 2 3 7 0 4
平 成 ２ ５ 年 度 2 ,8 2 6 3 .7 % 2 ,3 0 7 1 9 5 3 2 4 0 2

が ん 発 見 者 数
(疑 い 含 む )区         分 受 診 者 数 受 診 率

検 診 結 果

※保健所でのがんセット検診に加え、平成２２年度から医療機関でも実施開始。 
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（７）大腸がん検診 

大腸がんの早期発見、早期治療を目的として区民(３５歳以上)で検診を希望する者 

を対象に実施している。 

異常なし 要精密 受診勧奨 要経過観察 検体不備

平成 ２１ 年度 1,858 2.2% 1,612 120 126 - 0 11
平成 ２２ 年度 19,339 22.6% 17,194 1,756 125 264 0 101
平成 ２３ 年度 19,003 23.8% 17,162 1,563 75 203 0 57
平成 ２４年度 19,283 23.8% 17,474 1,505 109 195 0 46
平成 ２５年度 19,642 23.7% 17,845 1,513 284 0 0 37

がん発見者数
(疑い含む)

区        分 受 診 者 数 受診率
検  診  結  果

※保健所でのがんセット検診に加え、平成２２年度から医療機関で総合健康診査と 

同時実施開始。 

 

（８）子宮がん検診 

区民の女性(２０歳以上)で検診を希望する者を対象に実施している。 

(１７年度から隔年受診) 

 
【頚部検診】

異常なし 要精密 判定不能

平成２１年度 3,531 10.5% 3,480 48 0 1

平成２２年度 6,528 16.9% 6,401 124 0 3

平成２３年度 6,225 24.4% 6,139 79 7 3

平成２４年度 6,672 24.7% 6,576 80 16 6

平成２５年度 6,807 26.5% 6,658 131 18 3

区        分
検 診 結 果 がん発見者数

(疑い含む)受 診 者 数 受診率

※平成２１年度から、国の施策として「女性特有のがん検診推進事業」 
（対象者へ無料クーポン券の配布）を実施。 
※平成２２年度から、２０歳以上の偶数年齢の区民の女性に個別通知の発送を実施。 
 

【体部検診】 

陰  性 疑陽性 陽  性 判定不能

平成 ２１ 年度 147 137 2 0 8 0

平成 ２２ 年度 - - - - - -

平成 ２３ 年度 - - - - - -

平成 ２４ 年度 - - - - - -

平成 ２５ 年度 - - - - - -

検 診 結 果
区        分

がん発見者
数(疑い含む)受 診 者 数

  

※平成２２年度から、体部検診は廃止 
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（９）乳がん検診 

視触診のみは、平成２１年度まで区民の女性（３０歳以上）で検診を希望する者を対象に地区医

師会に委託して実施していた。マンモグラフィ併用は、区民の女性（４０歳以上）で検診を希望す

る者を対象に専門の検診機関に委託して実施（隔年受診）。 

※平成２１年度から、国の施策として「女性特有のがん検診推進事業」 

（対象者へ無料クーポン券の配布）を実施。 

※平成２２年度から、「視触診のみ」廃止。４０歳以上の偶数年齢の区民の女性に個別通知の発送を実

施。 

 

（１０）肺がん検診 

肺がんの早期発見・早期治療を目的として区民（４０歳以上）で検診を希望する者を 

対象に実施している。 

X　線 喀　痰 X　線 喀　痰 X　線 喀　痰 X　線 喀　痰

平成２１年度 1,335 533 2.1% 1,242 530 88 0 － － 2

平成２２年度 844 128 1.3% 749 126 76 0 14 2 2

平成２３年度 767 119 1.1% 660 118 91 0 16 1 0

平成２4年度 899 92 1.3% 813 92 47 0 39 0 0

平成２５年度 1,027 143 1.4% 920 143 68 0 31 0 0

がん発見者
数(疑い含

む)
区        分

受診者数
受診率

異常なし 要精密者 要経過観察

※保健所でのがんセット検診に加え、平成２２年度から医療機関でも実施開始。 

 

（１１）がん検診受診率向上対策 

  がんの早期発見・早期治療および死亡率減少に向けて、がん対策検討会を設置し、科学的根拠 

に基づく質の高い検診と精度管理を行い、受診率の向上を図る。 

 

検討会 １０月３１日 

      ２月２０日 

 

 

 

 

受診者数 受診率 要精密 受診者数 受診率 要精密

平成 ２１ 年度 706 1.4% 40 3,751 16.6% 341 9

平成 ２２ 年度 - - - 4,653 20.6% 326 8

平成 ２３ 年度 - - - 4,557 24.6% 277 8

平成 ２４ 年度 - - - 4,902 24.9% 274 9

平成 ２５ 年度 - - - 5,117 25.8% 381 5

区        分
視触診のみ マ ン モ 併 用 がん発見者

数
(疑い含む)

－108－



  

（１２）耳鼻科検診 

   平成１９年度から、「耳鼻科検診」として実施。健康診査のなかで問診により聴取した「声のか

すれ・のどに異物感」がある者のうち、５０歳以上の者又はブリンクマン指数６００以上の者に実

施する。(ブリンクマン指数：1日当りの平均喫煙量(本数)×喫煙年数) 

 

 

（１３）骨密度測定 

平成６年度から３５歳及び４０歳以上の区民を対象に、骨粗しょう症検診として実施。 

平成１５年度から骨密度を測定し、栄養・食生活改善など適切な指導をしてきたが、 

平成２２年度末で廃止。 

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

35 372 407 30 122 152 5 163 168 0 87 87

30 242 272 27 73 100 3 121 124 0 48 48

40未満 2 8 10 2 8 10 0 0 0 0 0 0

40～44 1 8 9 1 7 8 0 1 1 0 0 0

年 45～49 1 19 20 1 16 17 0 3 3 0 0 0

齢 50～54 1 12 13 1 8 9 0 2 2 0 2 2

別 55～59 1 20 21 1 10 11 0 8 8 0 2 2

内 60～64 4 50 54 3 13 16 1 28 29 0 9 9

訳 65～69 8 44 52 7 6 13 1 29 30 0 9 9

70～74 5 35 40 5 2 7 0 23 23 0 10 10

75以上 7 46 53 6 3 9 1 27 28 0 16 16

要精密者受診者 異常なし 要指導

平成22年度

平成21年度

区    分

区  分 受診者数 

検 診 結 果 

がん発見者数

(疑い含む) 異常なし 
所 見 あ り 

要精検 精検不要 

平成21年度 314 174 15 125 2

平成22年度 412 243 35 133 0

平成23年度 402 224 18 160 2

平成24年度 367 209 13 145 1

平成25年度 357 251 5 101 1
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（１４）小規模事業所健診 

台東区内の小規模事業所従事者を対象として、疾病の予防、結核・生活習慣病の 

早期発見を目的に実施している。 

226 521 517 519 521 521 521 322 323

206 484 481 481 484 484 484 187 187

170 446 436 443 445 446 446 130 128

177 434 429 421 433 434 434 92 92

177 386 386 385 386 386 386 116 116

年　度
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血
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平成 ２１ 年度

 

 

（１５）耳の健康相談 

       ３月３日の「耳の日」における事業の一環として、区民の耳の健康増進をはかるために「耳の

講演会」を実施した。平成22年度までは日本耳鼻咽喉科学会東京地方部会に委託し、耳の健康

相談を実施していたが、平成23年度より耳の健康相談事業は、日本耳鼻咽喉科学会東京地方部

会の自主事業として開催されることとなったため、区としては事業を行わず後援をしている。 

 

 

   ＜耳の講演会＞ 

実施年月日 ： 平成２６年２月２７日（木） 
開催場所  ： 台東保健所３階 大会議室 
参加人数  ： ３６人 

 

 

（１６）緑内障検診 

   60歳の区民を対象に、高齢者の視力低下や失明の大きな原因である緑内障等の早期 

  発見・早期治療を目的に実施している。 

    実施年月  ５月１日～３月３１日 
    実施場所  区内協力医療機関  

年 度 受診者数 
総合判定 

所見なし 経過観察 要精査 治療中 

平成21年度 469 262 162 45 0 

平成22年度 344 244   2 98 0 

平成23年度 342 252   7 83 0 

平成24年度 347 250   1 95 1 

平成25年度 344 260   3 80 1 
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２ 生きいき健康づくり事業 

 
  区民が健康で生きいきと暮らしていくためには、生涯を通じての自主的な健康づくりが

大切である。区では、いち早く区民と区が一体となって健康づくりを推進するため、平成

５年に、「健康都市宣言」を、つづいて１３年度には「生涯健康宣言」を宣言した。また、

平成１９年には、全ての区民が住み慣れた地域でいきいきとその人らしく暮らしていくこ

とができるよう「自助」「公助」そして、「共助」（地域社会全体で支え合うこと）の考えを

ふまえた『たいとう健康都市宣言』を行うなど、区を上げて健康づくり施策に取り組んで

きたところである。 

 

（１）啓発推進事業 

生きいき健康づくり健康推進委員事業 

    地域における住民の自主的な活動を促すことにより、区民が自らの健康の保持と増 

 進を図り、地域での保健衛生思想の普及と、地域での健康づくりを推進することを目

的とし、平成３年度から一部地域をモデル事業として開始し、平成９年度からは、区

内全域に拡大し、活動内容も充実してきている。 

   
 

  平成２５年度活動内容は、下記のとおりである。 

健 康 推 進 委 員 全地区      １８５名（Ｈ２５年度より） 

地 区 連 絡 会 ９３回                 延参加者数  １，１５９名 

リーダー連絡会議 １０回               延参加者数      １００名 

健 康 学 習 会 
    ３９回     健康推進委員  延参加者数    ４９２名 

                 一 般 区 民        延参加者数 １，５６１名 

地域行事への参加 
    １８回        健康推進委員  延参加者数     １７９名 

                 一 般 区 民        延参加者数 ３，１４５名 

ウォーキングリーダー 

養 成 講 座 
１回 延４日間      延参加者数   １３５名 

委 嘱 状 交 付 式  平成２５年４月２２日開催    参加者数    ９２名 

合 同 交 流 会    １回            参加者数   １０４名 

交 流 会 ( 市 川 市 ) 
   １回    健康推進委員  参加者数     ９名 

市川市     参加者数    １９名 

◆ 用語説明 

地 区 連 絡 会        ： 健康推進委員と保健所職員等との連絡･調整や健康学習会の企画・地域

行事への参加などについての打合せ 

リーダー連絡会議：保健所との連携、各地区の情報交換を目的とした会議。活動単位ごと 

のリーダー１１名が出席。 

健 康 学 習 会        ：健康推進委員主催で区民を対象に開催した講習･講演会等 

地域行事への参加：健康推進委員が地域で行われる行事に参加したもの 

委 嘱 状 交 付 式：健康推進委員に委嘱状を交付する 

合 同 交 流 会：健康推進委員相互の交流を図るもの 
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（２）健康まつり 
健康に対する区民の関心を高め、一生涯を通じて健康にいきいきと生活していく

ことを目指し、健康づくりや保健衛生についてのさまざまな情報を提供し、区民の

健康の保持・増進を図る。また区民と協働して事業展開することで、地域と行政が

一体となって支え合うしくみづくりを推進する。 

   

 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 

健康まつり  

開催数 
１回 

  

来場者数 １，１９４人 

まちかど健康まつり 

開催数 
２回 ３回 ３回 

来場者数 ２５５人 ６３３人 ５８４人 

 

※平成２４年度より健康課から保健サービス課に事業移管されたため、健康推進委

員と協働してのまちかど健康まつりを主とした事業内容に変更した。 
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（３）健康学習 

 区民が生涯を通じて生きいきと豊かな生活を送る基盤は健康である。『自分の健康は自分で守り、

つくる』という考えを基本として、知識の普及や生活習慣病予防、介護予防、健康づくりや育児

支援等さまざまな目的をもって健康学習会を開催している。 

 

  テ ー マ 名 回 数 参加者数 主  な  内  容 

母
子
保
健 

歯と口に関すること 21 699 
母子・保育園児・幼稚園児等を対象とした健康学習と歯

みがき指導 

栄養に関すること 18 329 離乳食講習会・親子クッキングなど 

保健に関すること 14 259 

小児救急教室・育児相談における講習会（食品衛生な

ど）・高校生を対象とした赤ちゃんとのふれあい教室 

イヤイヤ期の対応・生活リズム・トイレトレーニング

など 

母子合計 53 1,287   

成
人
保
健 

歯と口に関すること 5 216 成人・障害者を対象とした健康学習と歯みがき指導 

 保健に関すること 26 629 

各種団体からの依頼による学習会（生活習慣病予防な

ど）、がん予防、糖尿病予防、区民健診の振り返りにつ

いてなど 

成人合計 31 845  

区民のための健康教室 3 62 浅草医師会との共催の学習会（心臓の病気についてなど） 

合計 87 2,194  

 

（４）健康総合相談 

 高齢化の急速な進展、少子化、疾病構造の変化等に伴い、区民の保健事業に対する要望も多様

化、高度化している。これらに対応するために、区民に総合的な個別総合相談事業を保健サービ

スとして提供している。 

 

（ア）家庭訪問、相談実績 

区 分 総合計 
個別訪問 

健康相談 

所内面接 

電話相談 

文書等 

関係機関 

連 絡 

総 数  

（延人員） 
10,706 2,999 5,196 2,511

台 東 6,146 1,430 3,243 1,473

浅 草 4,560 1,569 1,953 1,038

（個別訪問健康相談・所内面接・電話相談・文書連絡・関係機関連絡は、 

Ｐ 129 のア．家庭訪問等の件数の再掲） 
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（イ）保健師事例検討会・地域づくり懇談会 

実 施 日 テ ー マ 講  師 参加者数

10 月 31 日 まつり報告会 
聖路加看護大学教授 

麻原 きよみ 
33 

2 月 14 日 精神事例検討会 
岡﨑クリニック 

岡﨑 公彦 
10 

2 月 25 日 予防接種について 

国立感染症研究所 
感染症疫学情報センター 
佐藤 弘 

24 

2 月 28 日 こどもの発達について 
子供の発達支援を考えるＳＴの会 
中川 信子 

18 

 

（５）タバコ対策 

 喫煙率と将来的な喫煙者の減少により、区民のタバコ関連疾患罹患率と死亡率の減少を目指し

て、タバコに関する正しい知識の普及・啓発活動を実施している。 

実 施 日 テ ー マ 内   容 参 加 者 数

5 月 27 日

～6月 7日 
禁煙週間キャンペーン 

喫煙のメカニズム、受動喫煙の健康影響、

禁煙のメリットを展示と資料配布により啓

発。広報・ホームページによる周知。 

1,281 

6 月 4日 「タバコと健康」講演会
落語と医師による、禁煙・受動喫煙に関す

る講演。 
77 

6 月 2日 下町こどもまつり参加 
子ども向けの喫煙防止啓発の実施と、保護

者向けに受動喫煙、禁煙に関する情報提供。 
約 170 

3 月 1日 喫煙防止教育の実施 蔵前小学校６年生を対象に授業を実施。 

生徒 60 

関係者・保護者

概ね 15 名 
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３ 母子保健 
  母子保健法及び児童福祉法等に基づき、妊産婦及び乳幼児への保健指導、健康診査、母

子訪問指導など実施している他、未熟児養育医療や妊娠高血圧症候群等の医療給付など各

種事業を実施し、母性及び乳幼児の健康の保持、増進を図る。 

 ( 1 ) 妊娠の届出数と妊婦健康診査 

      ア  妊娠届 

     保健所、浅草保健相談センター、区役所（戸籍住民サービス課）、区民事務所（分

室含む）で受理し、母子健康手帳と母と子の保健バッグを交付している。 

満11週以内 12～19週 20～27週 28週以上 不   詳

総  数 1,850 1,706 115 20 9 0

台  東 817 752 51 10 4 0

浅  草 1,033 954 64 10 5 0

区  分 届出数
妊       娠       週       数

 

      イ  妊婦健康診査 

   ① 妊婦健康診査・妊婦超音波検査 

          妊娠届を提出した妊婦に対して、妊娠中の健康管理と流産・早産の防止、児の

障害の予防を目的として、14 回分の受診票を交付し、委託医療機関で受診する。

１回目妊婦健康診査時に、H B s 抗原検査を実施し、B 型肝炎ウイルスの母子感染

防止を図っている。 

また、妊婦超音波検査受診票 1 回分を交付し、胎児の発育異常や胎盤の付着部

位の異常等の検査を実施し、母体の健康管理を図っている。 

総 数 1 , 7 1 0 1 5 , 4 3 8 1 , 4 3 6

台 東 7 2 9 6 , 3 5 6 5 7 4

浅 草 9 7 3 8 , 3 0 7 8 1 0

※ 転 出 8 7 7 5 5 2

受 診 数
１ 回 目 ２ ～ １ ４ 回 目 ( 延 数 ) 超 音 波 検 査

内  訳

 

※転出は、妊娠届出時台東区に居住していた妊婦が、都内他区市町村に転出した場合の受診。 

 数値には、契約医療機関受診分の他、自由診療受診分を含む。 

② 里帰り出産等妊婦健康診査費助成 

里帰り先や助産所での受診等、区が交付した妊婦健康診査受診票や超音波検査

受診票を利用せずに自費で健診を受けた妊婦に対し、健診費の助成を行う。 

1回 目 ２ 回 目 ～ 14回 目 超 音 波 検 査

34 5 4 8 1 , 9 4 9 8 7

助 成
件 数

内  訳  (延 数 ）
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 （２）ハローベビー学級 

妊娠・出産・育児等についての知識及び沐浴・抱き方等の技術の習得や仲間づく

りを目的に、妊婦とその夫を対象として実施している。 

平日学級 土曜学級 日曜学級

２日制 ２日制 １日制

開催回数 4 6 6

延べ受講者数 147 326 286

開催回数 2 3 3

延べ受講者数 76 152 151

開催回数 2 3 3

延べ受講者数 71 174 135
浅  草

総  数

台  東

 

 

（３）乳児健康診査 

      ア  ３～４か月児健康診査 

乳児に対する健康診査及びその保護者に適切な保健指導を実施し、乳児の健全

な育成を図る。また、精密健診の必要のある者については、精密健診受診票を交

付し、医療機関での早期受診を勧奨している。 

＜実施内容＞ 問診・身体計測・診察・個別保健指導・集団（保健、栄養）指導 

 

① ３～４か月児健康診査受診状況 

個 別 相 談

保 健

1,466 1,418 587 579

台   東 614 596 242 249

浅   草 852 822 345 330

平成25年度

対 象 者 数
（通知発送数）

有所見者
実数

区 分 受 診 者 数
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② ３～４か月児健康診査結果 

発
育

皮
膚

頭
頸
部

顔
面
口
腔

眼

耳
鼻
咽
喉

胸
部
腹
部

鼠
径
外
陰
部

背
部

四
肢

発
達
神
経

そ
の
他

587 670 107 367 12 10 8 8 44 18 1 25 61 9

27 1 2 2 0 1 2 3 2 0 13 1 0

70 2 57 0 0 2 2 3 1 0 3 0 0

212 14 120 6 6 4 3 25 8 1 7 13 5

142 71 17 2 2 0 0 3 2 0 1 44 0

219 19 171 2 2 1 1 10 5 0 1 3 4

経 過 観 察

一 時 的 指 導

受 診 者 数
有 所 見 者

実 数

有
所
見
者
延
数

所   見   内   訳   （延  数）

1,418

指
示
内
容

精 密 健 診

受 診 ( 治 療 ) 勧 奨

他 機 関 管 理 中

     

  イ  ６か月・９か月児健康診査 

         乳児の発育状況、精神・運動発達の遅れ等精神面、身体面についての健康診査を、

生後６～７か月児及び９～１０か月の乳児に対し受診票を交付し、都内契約医療機

関で実施している。（※都提出事業報告数と同じ） 

 

① ６か月児 

  

② ９か月児 

 

総 数 1,466 1,282 1,240 20 22 0 342 4 19 2

台 東 614 557 539 11 7 0 114 4 8 1

浅 草 852 725 701 9 15 0 228 0 11 1

対象者数

健診結果内訳（実数） 保健所への連絡事項内訳（再掲）

異常
なし

異常
あり

疑い 不明
医療機関
で指導

その他

受診
者数 保健所

で指導
他機関
管理中

総 数 1,466 1,349 1,309 20 20 0 344 2 17 2

台 東 614 562 540 9 13 0 108 1 6 0

浅 草 852 787 769 11 7 0 236 1 11 2

対象者数

健診結果内訳（実数） 保健所への連絡事項内訳（再掲）

異常
なし

異常
あり

疑い 不明
医療機関
で指導

その他

受診
者数 保健所

で指導
他機関
管理中
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（４）１歳６か月児健康診査 

１歳６か月児に対して身体面、精神発達面及び歯科保健状態の診査を実施し、そ

の結果に基づいて適正な指導・相談を行い、幼児の健全な育成を図る。 

なお、内科健診は区内医療機関に委託、歯科健診・心理発達・保健・栄養指導は

保健所で実施している。 

   ア  医療機関委託（内科） 

総 数 1,328 1,211 1,154 20 20 11 0 6 0

台 東 578 531 503 10 9 6 0 3 0

浅 草 750 680 651 10 11 5 0 3 0

区 分 交付数 受診者数
健診結果内訳（重複あり）

その他要指導
特に
なし

要経過
観察

加療中 要治療 要精密

       

イ  保健所実施   

保    健 栄    養 歯    科

総    数 1,328 1,155 1,152 145 289 907 252

台    東 578 543 540 59 145 421 129

浅    草 750 612 612 86 144 486 123

区    分
個   別   相   談

心理相談対象者数 来所者数 歯科受診者数

                           ※心理相談は、経過観察含む。 

 

ウ  １歳６か月児の心理相談

534 9 19 193 11 101 48 44 56 13 21 19

要 精 密 6 0 1 2 0 0 0 0 1 0 1 1

経過観察 312 0 15 120 5 53 39 20 34 4 16 6

助言のみ 214 7 3 71 6 48 9 24 21 9 4 12

特になし 2 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

く
せ
の
問
題

行
動
性
格
の
問
題

問
題
な
し

疾
病
障
害
の
疑
い

そ
の
他

家
庭
環
境
の
問
題

※経過観察を含む。

252

結
果
内
訳

相談
項目
総数

（延数）

社
会
性
の
問
題

生
活
習
慣
の
問
題

養
育
者
の
問
題

精
神
発
達
の
問
題

心 理 相 談
受 診 者 数
（ 実 数 ）

こ
と
ば
の
問
題

 

 

（５）３歳児健康診査 

３歳児に対して身体面及び精神発達面の診査を実施し、その結果に基づいて適正

な指導及び措置を行うことにより幼児の健全な育成を図る。また、保健指導の際に

歯科健診と心理判定も実施し、健診の結果、精密健診の必要があるものについては、

精密健診受診票を交付している。 
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    〔健診内容〕 診察・身体測定・尿検査・歯科健診・歯科指導・栄養（集団･個別指導）・ 

                心理相談・視力検査・聴力検査 

 

      ア  ３歳児健康診査 

内  科 有所見 歯  科 心  理

受診者 者  数 受診者 保  健 栄  養 歯  科 相  談

総  数 1,281 1,138 299 1,133 285 89 931 280

台  東 539 500 124 496 126 51 402 126

浅  草 742 638 175 637 159 38 529 154

区  分 対象者数
個  別  相  談

                          ※心理相談は、経過観察含む。 

 

      イ  ３歳児健康診査内科受診結果 

299 339 12 46 5 50 8 13 105 22 2 18 30 13 15 0

54 0 0 0 34 2 3 10 5 0 0 0 0 0 0

23 0 9 1 2 3 0 3 2 0 0 0 0 3 0

60 2 14 2 9 2 7 7 1 2 2 4 1 7 0

56 1 0 1 1 0 1 16 14 0 8 9 3 2 0

146 9 23 1 4 1 2 69 0 0 8 17 9 3 0

1,138

指
示
内
容

精密健診

受診勧奨

他機関管理中

経過観察

一時的指導

尿
・
蛋
白
陽
性

発
育

皮
膚

眼

耳
鼻
咽
喉

胸
部
腹
部

鼠
径
外
陰
部

背
部
四
肢

運
動

精
神

受診者数

有
所
見
者
実
数

有
所
見
者
延
数

所  見  内  訳  （延  数）

言
語

日
常
生
活

そ
の
他

頭
頸
部

顔
面
口
腔

 

      ウ  ３歳児健康診査心理相談 

612 1 21 114 27 132 64 61 75 52 53 12

要 精 密 18 0 1 3 0 3 3 1 2 2 3 0

経 過 観 察 141 0 8 25 5 24 21 16 14 6 21 1

助 言 の み 430 1 10 81 22 98 39 43 56 40 29 11

特 に な し 23 0 2 5 0 7 1 1 3 4 0 0

※経過観察を含む。

280

結
果
内
訳

相 談
項 目
総 数
(延 数)

社
会
性
の
問
題

生
活
習
慣
の
問
題

養
育
者
の
問
題

精
神
発
達
の
問
題

心 理 相 談
受 診 者 数
（ 実 数 ）

こ
と
ば
の
問
題

く
せ
の
問
題

行
動
性
格
の
問
題

問
題
な
し

疾
病
障
害
の
疑
い

そ
の
他

家
庭
環
境
の
問
題
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（６）母子訪問指導 
 
（ア）母子訪問指導 
  生後２８日未満の新生児、妊産婦、乳幼児等を対象に保健師や訪問指導員（助産師）

が家庭訪問し、病気の予防、発育、栄養、出産・育児等について適切な指導を行っている。   

実人員 延べ人員 実人員 延べ人員 実人員 延べ人員

3 9 3 9 0 0

897 968 897 968 627 627

252 272 179 199 73 73

（再掲）生後28日未満の者 252 272 179 199 73 73

35 35 35 35 0 0

1,458 1,515 904 961 554 554

92 117 92 117 0 0

1 1 1 1 0 0小　学　生　以　上

新生児（未熟児を除く）

妊　　　　　婦

産　　　　　婦

未　　熟　　児

指導員訪問分保健師訪問分

訪問実施者内訳
総　数

乳児（新生児・未熟児を除く）

幼　　　　　児

 
（イ）乳児家庭全戸訪問 
  従来の母子保健法に基づき「新生児訪問」を実施していたが、児童福祉法改正により

「乳児家庭全戸訪問事業」として位置づけられたため、平成２３年度から出生届等で把握

した全家庭を対象とした「乳幼児家庭全戸訪問」として実施。  
 保健師及び訪問指導員（助産師）が、概ね４ヶ月をむかえる乳児のいる全ての家庭を訪

問し、母子の健康状態や養育環境を確認するとともに、地域の子育て情報を伝えることに 
より子育ての孤立化を防ぎ、虐待予防につなげている。 
 
対 象 ： 平 成 25 年 4 月 1 日 ～ 平成 26 年 3 月 31 日 出 生 児 

28日未満 2か月未満 3か月未満 乳健前 乳健後 合計 転出
長期
里帰り

住民票と
相異あり 拒否

訪問
調整中

その他 合計

全体 1,497 194 736 349 97 41 1,417 33 8 5 7 18 9 80

台東 634 106 309 127 36 20 598 11 1 3 2 14 5 36

浅草 863 88 427 222 61 21 819 22 7 2 5 4 4 44

訪問実施済数 訪問未実施済数

対象者数

平成 26 年６月 20 日現在 
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（７）すこやか育児相談 
   乳幼児の保護者を対象に、児のすこやかな育成のために、心身の発育・発達、

保護者の育児不安等軽減のための相談指導および情報交換や親子の交流の機会を

提供する。 

ア 所内相談 

目  的：育児中の保護者に対し、いつでも気軽に相談できる電話相談やきめ

細やかに対応できる個別の面接、必要時の文書連絡や関係機関との

連携を行い、保護者の不安・負担を軽減し児のすこやかな育成を図

る。 

事業実績： 

面接相談 電話相談 文書連絡
関係機関 

連絡 
合計 

142 1,621 121 643 2,527 

（訪問等合計数については P.129  ア．家庭訪問等の件数の再掲） 

 

イ １～３か月児の育児相談 

目  的：育児負担や保護者の精神的不安が最も大きな１～３か月児の保護

者に対し、早期に育児の相談に応じ同じ立場を共有できる仲間と

のつながりを作り、負担や不安を軽減し育児能力の向上を図る。 

実施内容：月１回ずつ、台東保健所・浅草保健相談センターにて、身長・体

重測定、交流のためのグループワーク、育児に関する個別相談を

実施（予約制）。 

事業実績： 

実施回数 延べ参加者数 

24 352 

 

ウ １歳６か月児からの育児相談 

目  的：心身両面の発育発達において重要な時期である１歳６か月からおおむ

ね３歳の児と保護者に対し、保護者の個別相談に応じながら集団遊び

の場を設け、保護者の育児支援や発達遅延の早期発見・対応を行う。 

実施内容：月１回ずつ、台東保健所・浅草保健相談センターにて、身長・体重

測定、育児に関する個別相談、交流を促し発育を促進するための集

団遊びを実施。 

事業実績： 

実施回数 延べ参加者数 

24 578 
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エ 出張育児相談 

目  的：子育て中の保護者に対し、身近な地域でいつでも気軽に育児の相

談に応じ、保護者同士の交流が図られ、育児負担や不安が軽減し

安定した育児ができるよう支援する。 

実施内容：区内６箇所にて、身長・体重測定、育児に関する個別相談、各種

ミニ講座、親子の交流を実施。 

事業実績 

実施回数 延べ参加者数 

71 2,095 

 

オ 子育て心理相談  

目  的：子育てや家族関係に悩む保護者を対象に、専門カウンセラーによる個

別相談を行い、保護者の精神安定を図る。 

 実施内容：月１回ずつ、台東保健所・浅草保健相談センターにて個別相談を実

施（予約制）。必要時、地区担当保健師による個別支援につなげる。 

 事業実績： 

実施回数 延べ参加者数 

24 38 

 

カ 育児ほっとタイム（ＭＣＧ・親と子の関係を考える会）  

目  的：子育てに自信がない、子どもがかわいくない等の心理状態や家族関係

に悩む保護者を対象に専門グループワーカーによるグループカウンセ

リングを行い、保護者の精神的安定を図る。 

実施内容：月１回、浅草保健相談センターにて匿名性のグループミーティン

グを実施（予約制）。必要時、個別相談フォローや地区担当保健師

による個別支援へつなげる。 

事業実績： 

実施回数 延べ参加者数 

12 39 

 

キ 外国人親子への通訳派遣 

目  的：慣れない地域で孤立しがちな外国人の保護者に対し、情報提供や

円滑なコミュニケーションを行う。 

事業内容：ＮＰＯの協力を得て通訳を派遣し個別相談・支援を実施。 

事業実績：通訳派遣 3 回／年 
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ク あさくさ おやこるーむ 

目  的：プレイルームを開放し、乳幼児への安全な遊び場の提供と、 

乳幼児を育てている保護者の交流を図る。 

事業内容：週２回（水・金）、浅草保健相談センター1 階プレイルームを 

０～３歳児の親子に開放する。また同時に絵本や保護者向けの 

図書の貸し出しも実施している。 

事業実績： 

延べ利用者数 図書貸出し数 

769 人 83 冊 

 

 

 

（８）発達相談 

    目  的： 

① 発達の遅れ、障害のある児の早期発見。必要時に専門療育機関を紹介する。 

② 保護者の不安軽減、受容、親子の愛情形成等の効果を得る。 

 

    事業内容：  

     育児相談・乳幼児健診の結果や保護者からの相談等により、精神・運動・言語

等に遅れや障害が疑われる児に対し、小児神経科医師の診察、作業療法士による

遊びを交えた訓練指導、心理相談員による個別指導、言語療法士による個別・集

団指導を毎月実施する。集団指導卒業生の会を年１回実施する。 

 
      

区  分 医師診察 訓練指導 心理相談 言語相談 集団指導 計 

実人員 ５５ １５ ４２ ９８ ２６ ２３６

延相談件数 ７４ ２９ ４７ １２２ １２５ ３９７
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（9）母子関係医療費公費負担 

台東区では、母子保健上一定の疾病にり患し入院等による治療にかかる高額な医

療費に対し給付を行っている。 

    ア  養育医療給付 

未熟児は正常の新生児に比べて機能が未熟であり、疾病にかかりやすく、その

死亡率はきわめて高い。医師が入院養育が必要と認めた未熟児に対し入院医療に

要する費用の給付を行う。 

    イ  妊娠高血圧症候群等 

妊娠により入院医療を必要とする妊娠高血圧症候群等・糖尿病・貧血・産科出

血及び心疾患に係る医療に関する給付について、各種医療保険等を適用し、その

自己負担額（入院時食事療育の標準負担額を除く）を助成する。 

    ウ  自立支援医療（育成医療）給付 

満１８歳未満の方で、身体障害、心臓障害、肝臓障害、その他内臓障害のため

指定医療機関において、入院及び通院による医療費の給付を行う。 

 

    エ  療育給付 

児童福祉法第２０条の規定により、骨関節結核及びその他の結核にかかってい

る１８歳未満の方で、指定療育機関での入院に要する費用の給付を行う。また、

その他、療育生活に必要な日用品と学校教育を受けさせるために必要な学用品の

給付を行う。 

 

 

 

給付区分 対象となるもの 申請件数 延給付件数

養育医療 未熟児 38 86 

妊娠高血圧症候群等 妊娠高血圧症候群等 1 1 

自立支援医療（育成医療） 発音・聴覚・歩行障害･先天性内臓疾患 21 37 

療育医療 結核・骨関節結核 0 0 
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オ  小児慢性疾患（実施主体：東京都）：経由事務 

小児慢性疾患にり患している満１８歳未満の方で、認定疾患に係る医療費につ

いて、各種医療保険等適用し、その自己負担額を助成する。 

また、小児慢性疾患医療費助成の認定を受け、在宅で日常生活を営む上で支障

がある方に、必要な日常生活用具を給付する。（実施主体：区） 

小児慢性疾患の助成対象となる疾病等 

区           分 申請件数 区           分 申請件数 

慢性心疾患 18 慢性血液疾患 3 

膠原病 5 悪性新生物（がん） 11 

慢性腎疾患 3 慢性呼吸器疾患 1 

内分泌疾患 14 神経・筋疾患 4 

糖尿病 7 慢性消化器疾患 2 

先天性代謝異常 7   

小児慢性疾患児日常生活用具給付   １件 

 

 
（10）特定不妊治療費助成 
  特定不妊治療（体外受精及び顕微授精）にかかる経済的負担を軽減する目的で、平成

24 年度より助成を開始した。 

   対 象：「東京都特定不妊治療費助成事業」の承認決定を受けている区民 

   助 成 額：治療 1 回につき、都助成額を差し引いた額のうち 50,000 円上限 

   助 成 回 数：初年度 3 回、次年度以降は 2 回まで、通算 5 年度で計 10 回まで 

 

年 度 24 25 

申請件数（件） 81 195 

助成件数（件） 81 194 
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４ 女性のトータルヘルスサポート 

   女性は特有の身体的特徴を有することにより、生涯のライフステージごとにさまざまな健康

課題に直面する。これらに対し、適切に自分の健康管理を主体的に行うことができるよう生涯

にわたる健康づくりを支援する。 

 

（１）女性のための健康相談 

目  的：女性特有の心身の問題について、女性の婦人科医が相談に応じ、健康の保持・

増進を図る｡ 

事業実績： 

相談内容 相談日 定員 相談者数 実施回数 

婦人科 第2水曜日 4名 39人 11回 

相談内容： 

 婦人科 (重複あり) 

婦人科関係 26 

産科関係 14 

内科関係 2 

その他 ０ 

 
（２）子育てママの健康診断 

目  的：健康診断を受ける機会が少ない子育て中の母親を対象に、保育付きの健康診

断を行うことにより、疾病の予防・早期発見を図る。また、保健師等による

相談・指導を行うことにより、自分自身・家族に対する健康管理の意識の向

上と良好な生活習慣の確立を図る。 

実施内容：計測（身長・体重・血圧・体組成）、尿検査、骨密度測定、内科診察、保健師・

栄養士・歯科衛生士による健康のアドバイス 

実施回数：6回、1回2日制・定員各回35名 
 

事業実績 

申込者数 
受診者数 

（実人員） 

保育数 

（延べ） 

健診結果 

異常なし 要指導 要精密検査

177 152 222 47 87 18 
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（３）乳がん自己検診法の普及 

目  的：乳がんは、平成25年度現在、日本人女性の14人に１人がかかる罹患率の高いが

んであり、唯一自分で触って発見できるがんである。そのため、乳がんの正しい

知識と自己検診法を普及することにより、乳がんの予防と早期発見を図る。 

     また、10 月のピンクリボンキャンペーン（乳がん月間）活動を実施し、広く乳

がんについての啓発事業を行なった。 

事業実績： 

① 乳がん自己検診法講演会 女性の健康講座の機会に、積極的に乳がんの啓発を実施した 

実施日 講師 対象者 参加 
人数 会場 

全6回 台東保健所保健師 
子育てママの健康

診断受診者(2日目)
138名 台東保健所 

3回 台東保健所保健師 
学校保健委員会 

参加者 
124名 区内小学校 

6回 台東保健所保健師 
出張育児相談 

来所者 
158名 各育児相談会場 

4回 
台東保健所保健師 

健康推進委員 
地域行事参加者 226名 各地域行事会場 

3回 台東保健所保健師 乳がん検診受診者 106名

台東保健所及び 

リバーサイドスポーツ 

センター 

3回 台東保健所保健師 
児童館幼児タイム

参加者 
63名 区内児童館 

2回 台東保健所保健師 カーブス会員 24名 区内カーブス店舗 

1回 台東保健所保健師 
未就園児の会 

参加者 
21名 区内幼稚園 

1回 台東保健所保健師 
下町こどもまつり

来場者 
170名 入谷南公園 

計29回 1,030名 

② 乳がん自己検診法リーフレット配布 
・配布枚数：1,500枚 

・配布先 ：子育てママの健康診断結果説明、乳がん月間、女性の健康講座、 
窓口にて配布 
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③ ピンクリボンキャンペーンの実施 （乳がん月間：10月） 

＜内容＞ 

・ 区内循環バスめぐりん全12台に乳がん予防の啓発エンブレムを装着、車内にてポスタ

ー掲示 

・ 各所にて展示 パネル、ポスター、乳がんモデル、リーフレット、パンフレットの配

布。乳がんへの関心を高めるため区内の乳がん受診状況や全国の罹患率をグラフ化し

掲示。 

・ 台東保健所にてイベント開催 10月5日（土）、10月27日（日） 

乳がん検診当日受診枠設置、カーブスによる健康講座、クラフトワークショップ 

・ 各育児相談(6ヶ所)、乳がん検診会場（3ヶ所）、カーブス店舗（２店舗）で健康教育

実施、自己検診法リーフレット等配布 

【会場と時期】 
・ 台東保健所：10月1日(火)～10月31日(木) 

・ 浅草保健相談センター：10月1日(火)～10月31日(木) 

・ 台東区役所：10月1日(火)～10月18日(金) 

・ 生涯学習センター：10月１日(火)～10月31日(木) 

 

④広報での啓発 

＊ 広報特集記事での啓発（H25年10月5日号） 

 

（４）女性の健康出張講座 

目  的：ライフサイクルの中で、女性特有の身体の変化等について正確な知識を提供するこ

とにより、その状態に応じた自己管理能力の向上と健康不安の軽減を図る。 

事業実績：講座の実施 
 テーマ 対象 講師 日時 形式   会場 人数

1 
女性の健康に

ついて 

学校保健委員会 

参加者 

台東保健所 

保健師 

依頼に応

じて随時
講義 

区内小学校

3ヶ所 
124 

２ 
女性の健康に

ついて 

未就園児の会 

参加者 

台東保健所 

保健師 

依頼に応

じて随時
講義 区内幼稚園 21 

                                計4回145名 
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５ 保健指導 

保健師の活動 

保健師の活動の対象は個人・家族、疾病の有無にとどまらず、集団・地域も対象として

いる。健康な生活を送るため、個々の区民へ働きかけるだけでなく、地域全体へ働きかけ、

地域の力を高めることにより、健康な地域をつくることを目指している。そのために、「ひ

とりひとりが主体的に健康づくりに取り組むことができるようになる＝（自助）」「個人や

地域が一体となって支えあい、地域の健康問題を実践しながら解決する力を持てるように

なる＝（共助）」を区民の方々が地域の中で実践できるように働きかけている。 

また、「自助の活動」を「地域を対象とした活動」へひろげ、「その活動を区全体のシス

テムやサービスに活かし、計画づくりになどに反映させる取り組み＝（公助）」を行ってい

る。 

（１）自助の活動 

保健師は、区民が自分の健康を知り維持向上させる行動ができるように支援をしている。

主な活動は、各地域の担当保健師として個々の区民に対して行う家庭訪問や面接・電話相

談などの個別援助活動と、必要な対象者別に行う健康学習や各種相談事業である。特に、

社会的に支援の必要な精神障害者や育児不安の強い母子に対して、関係機関と連携しなが

ら当事者の力を引出し、問題解決を図れるように援助している。また、健康学習は保健師

が主催して行うものだけでなく、地域のグループ（幼稚園、学校、町会、老人クラブ等）

から依頼を受けて行うこともある。 

 

① 個別援助活動 

ア、家庭訪問、所内相談、電話相談、文書等連絡、関係機関連絡 

区民の随時の相談を受けている。継続相談や他機関との連携を行うなど、相談者に対し

て総合的なマネージメントを実施している。 

 
総 

数 

感
染
症
・
エ
イ
ズ

結
核
予
防 

精
神
保
健
福
祉 

心
身
障
害 

長
期
療
養
児 

成
人
（
生
活
習
慣
病
等
）

そ
の
他
疾
病
（
難
病
等
）

妊
産
婦 

乳
児 

幼
児 

そ
の
他 

家庭 

訪問 

総数 3,751 28 634 762 9 0 6 20 977 1,195 117 3

台東 2,182 28 634 480 5 0 2 6 455 501 68 3

浅草 1,569 0 0 282 4 0 4 14 522 694 49 0

所内 

相談 

総数 1,582 15 672 710 1 0 30 1 61 62 19 11

台東 1,248 15 672 466 0 0 27 1 25 29 12 1

浅草 334 0 0 244 1 0 3 0 36 33 7 10

電話 

相談 

総数 5,125 93 758 2,560 0 0 81 11 443 869 303 7

台東 3,635 93 758 1,868 0 0 68 11 144 465 223 5

浅草 1,490 0 0 692 0 0 13 0 299 404 80 2

文書等 

連絡 

総数 2,617 0 2,458 36 1 1 0 0 36 32 53 0

台東 2,499 0 2,458 11 1 1 0 0 5 9 14 0

浅草 118 0 0 25 0 0 0 0 31 23 39 0

関係 

機関 

連絡 

総数 3,325 145 412 2,077 22 14 0 12 162 333 134 14

台東 2,287 145 412 1,271 9 9 0 12 110 213 99 7

浅草 1,038 0 0 806 13 5 0 0 52 120 35 7
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イ、年齢別家庭訪問数 

（件数） 

総 
 

 
 

数 

感
染
症
・
エ
イ
ズ 

結
核
予
防 

精
神
保
健
福
祉 

心
身
障
害 

長
期
療
養
児 

成
人 

（
生
活
習
慣
病
等
）

そ
の
他
疾
病 

（
難
病
等
） 

妊
産
婦 

乳
児 

幼
児 

そ
の
他 

乳児 1,200 5 0 0 0 0 0  1,195  0

幼児 222 7 94 0 4 0 0   117 0

小学生 7 1 0 0 5 0 0   1

中高生 13 0 4 4 0 0 0 5  0

１９歳～３９歳 1,211 4 91 170 0 0 4 942  0

４０歳～６４歳 697 6 147 505 0 2 7 30  0

６５歳～６９歳 122 5 66 49 0 0 0 0  2

７０歳～ 279 0 232 34 0 4 9 0  0

 

乳児

32%

幼児

6%

小学生

0%
中高生

0%

１９歳～

３９歳

32%

４０歳～

６４歳

19%

６５歳～

６９歳

3%

７０歳～

8%

年齢別訪問者数（％）

 

② 各種相談事業 

相談日を設定し、各種の相談(育児相談・子育て心理相談・こころの健康相談・女性の

ための健康相談)を実施している。 

 

（２）共助の活動 

保健師は、共通のニーズをもった区民のグループづくりやそれらの自主的な取り組みを

サポートしている。そして、これら地域の社会資源をつなぎ合わせネットワークを構築す

ることで、地域全体の健康づくりへと広げている。 

                

① 具体的な援助 

ア、健康づくり啓発推進(健康推進委員活動) 

健康推進委員は、各地区町会連合会単位のある１１地区ごとに、地域の特性を活かした

健康づくり活動を行っている。保健師は、それぞれ各地区を担当し健康推進委員が行う地

区連絡会の開催、健康学習会の企画･実施、地域行事への参加等、地区単位の活動を支援し

ている。また、これらの健康づくりが区全体の動きとなるよう、１１地区合同の交流会や

リーダー会も支援している。（健康推進委員活動実績等は、Ｐ111 を参照） 

 年齢別訪問者数では、乳児と

19～39歳が32％と多く、ついで

40歳～64歳が19％である。 
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イ、いきいき若返りまつり 

概ね 65 歳以上の高齢者および介護予防に関心のある区民への共助の力を伸ばす働きか

けを行うことによって、介護予防に関して地域全体が関心を持ち合える地域づくりを目指

すきっかけとして介護予防イベント「いきいき若返りまつり」と「地域座談会」を実施し

ている。 

（実績等は、Ｐ１３４を参照） 

 

ウ、ころばぬ先の健康体操サポーター養成 

 高齢者の健康づくり教室などで実施している「ころばぬ先の健康体操」を、区民の力で

区内全域に広めるため、その推進役となるサポーターを養成し活動をしている。体操の良

さと必要性、教室の案内や誘い出しなどの広報活動や、地域のグループに対し体操指導を

行っている。また、保健所が企画する教室へ実行委員として参画している。 

（実績等は、Ｐ１３４を参照） 

 

エ、ふれあい介護予防教室 

地域の高齢者の閉じこもり予防と介護予防の情報提供の場として、地域包括支援センタ

ーと保健所が共催で実施している。高齢者だけでなく、ころばぬ先の健康体操サポーター

の参加など、地域の力で高齢者の閉じこもりを予防し、高齢者を支える拠点づくりを目指

している。 

（実績等は、Ｐ１３３を参照） 

オ、いきいき自主活動支援 

地域住民による高齢者のための健康づくり・交流の機会を提供する自主活動グループの

支援を目的として平成１６年度から実施している。社会との関わりを持つことは認知症や

閉じこもり等を防止する意味からも大切になってくる。保健師は、活動団体の支援のほか

地域資源の発掘・新たに活動しようとしている団体に対しても積極的な支援を行っている。 

※支援対象団体には①助成対象団体（１年間のみ助成金の交付を受ける団体）と②登録対

象団体（支援リストに登録され、活動のＰＲ・会員増加・運営面の相談・支援等を保健所

から受ける団体）がある。              

（実績等は、Ｐ１３５を参照） 

 

カ、プレイルーム運営（あさくさ おやこるーむ） 

親子が自由に遊び、子育て中の保護者同士が交流できるよう場所の提供や子ども文庫を

設置し、絵本や保護者向けの図書を貸し出ししている。また子育てに関する区内の最新情

報を提供し、集う場を提供して育児グループづくりを支援している。 

（利用者実績等は、Ｐ１２３を参照） 

 

キ、育児ほっとタイム（育児心の悩み相談・ＭＣＧ） 

 子育てに自信がない、子どもがかわいくないなどの心理状態や家族関係に悩む保護者の

精神的安定を目指して匿名性のグループミーティングを行っている。グループ以外のフォ

ローが必要な保護者については、個別心理相談の利用を勧めたり、地区担当保健師による

個別支援をしている。 

（実施回数等は、Ｐ１２２を参照） 
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ク、精神障害者社会復帰相談指導事業(デイケア) 

(H24 年度より、保健予防課精神保健係担当) 

回復途上の精神障害者が、集団および個別の生活指導を通して日常生活習慣の取得や

社会生活の適応力を高めることを目的としている。保健師は、個別援助のみならず関係

者・機関と協力し、当事者が住み慣れた地域で生活していけるように援助している。 

（実施回数等は、Ｐ９０を参照） 

 

（３）公助の活動 

保健師は、自助・共助でつかんだ区民の意見を基盤整備やサービスを作るときの参考に

なるように、各種計画づくり会議等に参画し、自助や共助を推進していけるよう活動して

いる。 
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６  介護予防事業 
（１）高齢者の健康づくり事業 

在宅の高齢者が、寝たきりなどの要介護状態に陥らないように各種事業を実

施している。事業内容は、高齢者が元気で過ごすことができるよう、生活や食

事、転倒予防・口腔機能向上等の知識普及等を行っている。  
 

ア、高齢者の健康づくり教室 
      高齢者の健康づくりに必要な知識を普及するための教室を実施した。  

（知識編・運動編・尿失禁予防・栄養,口腔機能向上） 
 

内 容 日 数 参加人員

運動編 ころばぬ先の元気塾（２日制） ２日 ２４１名

尿失禁 尿もれお悩み解決教室（1 日制７ヶ所） ７日 ７５名

  栄養改善（二次予防事業対象者） ２日 ２名

口腔機能向上（二次予防事業対象者） ６日 ３４名

知識編 保健師研修会 ２日 ２９名

合  計 １９日 ３８１名

 
イ、ふれあい介護予防教室 

身近な地域の中で、健康づくりを広めることや閉じこもり予防を目的とし、

区内の各地域包括支援センターと共に教室を実施した。平成 23 年度より地域

包括支援センタ－が１ヶ所増え、全７ヶ所で実施している。  
 

実 施 場 所 日 数 参加人員 

あさくさ地域包括支援センター １０日 １３０名

やなか地域包括支援センター １０日 ５４名

みのわ地域包括支援センター １１日 １８５名

くらまえ地域包括支援センター １１日 １０５名

まつがや地域包括支援センター １１日 ８７名

たいとう地域包括支援センター １１日 １４８名

ほうらい地域包括支援センター １１日 １０１名

合計 ７５日 ８１０名
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ウ、地域からの依頼による高齢者健康教室 
   地域からの依頼により、介護予防に必要な知識を普及するための教室を実施

した。 
 

内 容 日 数 参加人員

保健師による健康教室 
（介護予防に関する講座と体操・熱中症予防・インフルエンザ予

防など）  
１１日 ３４５人

歯科衛生士による健康教室（高齢期の口腔ケア） １日 １５人

合計 １２日 ３６０人

 
 

（２）高齢者の健康な地域づくり支援事業 
ア、介護予防イベント 

地域全体が関心を持ち合える地域づくりを目指し、地域包括支援センター単

位で、介護予防に関するイベントを実施した。 
 

内 容 日 数 参加人員 

介護予防イベント「いきいき若返りまつり｣  ７日 １，４７５人

地域座談会（参加団体数：７２団体） ５０日 ８５２人

合 計 ５７日 ２，３２７人

 
   イ、ころばぬ先の健康体操サポーター養成・サポーター活動  
      高齢者の体力の向上、特に転倒予防につながる下肢筋力の向上を目的とした

「ころばぬ先の健康体操」を区内に広げるためのサポーターを養成し、活動をお

こなった。 
 

① サポーター活動実績   サポーター登録者数：３３名 

活動内容 派遣人数 指導人数 従事回数 

保健所主催事業 ３４０人 １，４３３人 ９０回 

自主活動 ４７８人 ３，７４７人 ２０７回 

地域等からの依頼 １７２人 １，５２３人 １２０回 

その他(登録証交付式) ３０人  １回 

合計 １，０２０人 ６，７０３人 ４１８回 
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② サポーター養成カリキュラム実績 

内 容 回数 参加人数 

（教室見学）ふれあい介護予防教室 ４回 ６人

（教室見学）自主グループ ５回 ９人

（教室見学）専門講師の教室 ２回 ４人

養成講座 ２回 ６人

登録者講座 ３回 ７２人

準備講座 １回 １８人

説明会 １回 ３人

合計 １８回 １１８名

 
（３）いきいき自主活動支援 
  地域で介護予防に資する活動に取り組む自主グループを育成、支援することについて

必要な事項を定めることにより、区民の自主的な介護予防の取り組みを促進し、共助の

まちづくりを推進するための支援を行っている。「地域ミニデイ」という事業名が平成

18 年度より、「いきいき自主活動支援」事業に名称変更となる。  
□ 登録団体 34 団体 
□ うち助成金交付団体 6 団体 

 名 称 会員数 活動頻度 事  業  内  容 

1 ラブリーホア・フラ 10 人 ４回／月（水） フラダンス 

2 和の会 20 人 ４回／月（水） 太極拳 

3 台東区華織会 10 人 ４回／月（火） ソーシャルダンス 

4 
フォークダンスサーク

ル ポニーステップ 
30 人 ４回／月（土） フォークダンス 

5 
フォークダンスサーク

ル フレンドリー 
24 人 ４回／月（木） フォークダンス 

6 
象潟ハーモニカ 

アンサンブル 
12 人 

２回／月 

（水・日） 
ハーモニカ 

 

（４）いきいきハロー教室（一般高齢者施策） 
  家に閉じこもりがちな高齢者に対し、軽い体操、音楽療法、工作等のプロ

グラムを実施する教室を開催し、運動機能の向上や外出促進を図り、身体的

機能の低下や閉じこもりを予防する。 
 

教 室 名 実施回数 延べ参加人数 

いきいきハロー教室 ９６回 １，１５３人
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７ 栄養指導 
      平成１７年に「食育基本法」が施行され、それぞれの年代にあった食育がすすめら

れている。しかし、「平成２４年東京都民の健康・栄養状況」によると、成人男性の２

７．２％、女性の１６．１％が肥満である。糖尿病や高血圧症、脂質異常症等の生活

習慣病を予防することは、区民の健康保持増進に不可欠であり、それには子どものこ

ろからの食生活改善が大切である。そこで、関係機関と連携をしながら、ハイリスク

アプローチとポピュレーションアプローチを組み合わせた効果的な指導体制を構築す

るよう努めている。 
 
 （１）母子栄養指導 
    ア 妊産婦 
       妊娠中の食生活は、胎児や母体にも大きな影響を及ぼすと同時に、健康な家庭生活 
     を築いていくうえで基本となる。 
       そこで、ハローベビー学級で、妊婦の食生活の改善指導を実施している。  
 

事業名 個別指導 
（人） 

集団指導 
回数 人数 

ハローベビー学級など １３ １０ ２１３ 
   
 
    イ 乳幼児・学童 
       少食・偏食・体重増加不良など、乳幼児の食生活に関する悩みを持つ母親は多く、 
     相談も増加傾向にある。 
       そこで、３～４か月児、１歳６か月児、３歳児健診などの定期健診時に、集団指導

や個別相談を実施すると共に、離乳食講習会や幼児食講習会、親子クッキングなど

の乳幼児対象の講習会、育児相談、地域の育児サークルからの依頼等で、食生活に

関して助言・指導をしている。 
 

事業名 個別指導 
（人） 

集団指導 
回数 人数 

乳幼児健診 ３７９ ４８ １,４１８ 
乳幼児向け講習会  ２３ ４４３ 
電話・来所相談 
育児相談など １,１３５  

合計 １,５１４ ７１ １,８６１ 
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 （２）成人栄養指導  
      食生活や運動などの生活習慣を改善することで、生活習慣病の予防につながる  
    ため、健康保持増進・疾病予防における正しい知識の提供と実践方法について、   

各種講習会を実施している。 
また、高齢者の健康づくりとして低栄養予防に関する講習会や個別栄養相談を利

用した介護予防プログラム（低栄養）を実施している。 
保健所主催で実施するものだけでなく、自主活動グループ、町会等からの依頼に

よる講習会等も行なっている。 
      また、地域の医療機関からの紹介や区民健診、総合健康診査等の健診結果に基づ

き、個別栄養相談を実施している。 
 

事業名 個別指導 
（人） 

集団指導 
回数 人数 

個別栄養相談   ６１   
成人向け講習会 ３７ ７４６ 

電話・来所相談など ３０９   
合計 ３７０ ３７ ７４６ 

（再掲）介護予防     ２   ９ ２０９ 
 

（３）地域活動栄養士会 
   地域の食育活動の担い手として活動できる在宅栄養士等を育成し、地

域のニーズに合った食育活動を推進している。 
  平成２５年７月に１２名で発足し、定例会と見学会などの活動を実施し

ている。 
    活動回数 １０回 延べ３５人 
    活動内容 ・災害時のレシピ集作成 
         ・介護食について 
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（４）特定給食施設指導 
       健康増進法に基づき定められた特定給食施設において、喫食者に栄養効果の充分な  
     給食が提供できるよう、栄養士・調理師等給食従事者に対し、栄養や食品衛生に関す

る知識と技術の向上を図っている。また、５月、１１月は栄養管理報告書の報告月で

あり、「給食施設」５３施設、「病院・介護施設」２１施設が報告を出している。  
       また、希望する施設には、電子メールによる栄養情報を配信した。  

     

ア 特定給食施設数 
 総     数 特定給食施設 その他の施設 

学    校 ２８ ２８ ０

病         院 １０ ６ ４

介  護  老  人  保  健  施  設 ２ ２ ０

老 人 福 祉 施 設  ８ ２ ６

児 童 福 祉 施 設  ２１ ９ １２

社 会 福 祉 施 設  ３ １ ２

事 業 所 ２４ １３ １１

寄  宿  舎  ０ ０ ０

矯  正  施  設 ０ ０ ０

自 衛 隊 ０ ０ ０

一  般  給  食  セ  ン  タ  ー １ １ ０

そ   の   他 １８ ３ １５

合 計 １１５ ６５ ５０

     

  イ 指導件数（延べ数） 
       栄養管理について個々の施設の状況に合わせ個別指導を行うとともに、講習会等の

集団指導を実施している。 
 

区        分  施 設 数 

栄養管理指導 
個 別 指 導 ２００ 
集 団 指 導 １０５ 

     
  ウ 電子メールによる栄養情報配信 
    給食施設に対し、栄養管理や衛生に関する情報を迅速に提供するために、電子メ

ールで定期的に配信している。 
    

配信施設数 ４５施設 
配信回数 ２６回／年 
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エ 栄養管理講習会・研修会 
       健康増進法に基づき、特定給食施設及びその他の給食施設の栄養士や給食従事者  
   に対して、食品衛生や栄養管理に関する講習会を実施し、食中毒予防や施設の適切な  
   栄養管理に役立てるものである。 

      

開催日時 ：  平成２５年５月１６日 
講習内容 ： 「感染性胃腸炎と食中毒」 
講    師 ：  台東保健所 食品衛生監視員  

開催日時 ：  平成２５年７月１０日 
講習内容 ：  児童福祉施設の栄養士向け研修会「食育事例発表」 
講    師 ：  台東保健所  管理栄養士  

開催日時 ：  平成２５年８月２２日 
講習内容 ：  病院・高齢者施設等研修会 

「いつまでも美味しく食べる口をめざして」 
講    師 ：  歯科衛生士  丸山 みどり  

開催日時 ：  平成２５年１２月２０日 
講習内容 ： 「食物アレルギーの食事と対応」 
講  師 ： 独立行政法人国立病院機構相模原病院臨床研究センター 

アレルギー研究部 管理栄養士 長谷川 実穂  

 
（５）栄養表示基準に関する指導 
   健康増進法第３１条及び３２条の２に基づき、加工食品における栄養表示について、

事業者からの相談業務を行っている。また、各都道府県が実施する試売調査結果に基

づき、不適正表示の相談にも応じている。なお、健康増進法・食品衛生法・ＪＡＳ法

を一元化した「食品表示法」が平成２５年６月に公布され、２年を越えない時期に施

行される。 
 
      
（６）国民健康・栄養調査 
       この調査は、厚生労働省が健康増進法に基づき国民の食物摂取、栄養素等摂取状況

等の実態を把握すると同時に、栄養と健康との関連を明らかにし、広く健康増進対

策等に必要な基礎資料を得ることを目的に実施するものである。内容は、身体状況、

栄養摂取状況、生活習慣状況からなる。 
 
平成２５年度の調査地区  台東区浅草橋２－４ 
対象世帯数  ８帯 １９人 

 
栄養摂取状況 身体状況 血液 歩数 生活習慣状況

実績 ２世帯 ２世帯 ４人 ４人 ５世帯 

 

相談延べ件数  ６４件 
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８ 歯科保健 

歯と口の健康を維持することは、単に食物を咀嚼するということだけでなく、

食事や会話を楽しむなど、豊かな人生を送るための基礎となるものである。  
歯の喪失は、食生活や社会生活に支障を来たし、ひいては全身の健康にも影響

を与える。  
また、歯周病とタバコ・糖尿病・全身疾患との関係も注目されている。  
そこで、乳幼児から高齢者まで、生涯にわたる｢歯と口腔の健康づくり｣をすす

めるため、次のような歯科保健事業を実施している。  
 

母子歯科保健  成人・高齢者・  
障害者歯科保健  普及啓発・相談  

ﾊﾛｰﾍﾞﾋﾞｰ学級・妊産婦歯科健診 

1 歳 6 か月児・2 歳児・3 歳児・歯科

健診 

歯科衛生相談  

歯科衛生相談  
歯科基本健診  

 

健康学習  
高齢者の健康づくり  
歯と口の健康週間行事

８０２０達成者表彰  
健康まつり  

 
（１）母子歯科保健  
ア  妊産婦  

       妊産婦は、むし歯や歯周病などにり患しやすいので、歯の衛生には特に

注意が必要である。 そこで、ハローベビー学級で｢妊娠中の歯の健康と赤

ちゃんの歯｣についての講義を実施している。  
また、ハローベビー学級受講者及び希望する妊産婦に対し、歯科健診

と歯科保健指導を実施している。  
 

妊産婦歯科健診  

区分 実施回数 受診者数（妊産婦）

総数 22 348

台東 11 183

浅草 11 165

 
  イ  乳幼児  

（ア）１歳６か月児歯科健康診査  
１歳６か月児健康診査の一環として歯科健康診査と歯科保健指導を

実施している。  
（イ）２歳児歯科健康診査  

希望者に対し、歯科健康診査と歯科保健指導を実施している。  
（ウ）３歳児歯科健康診査 

３歳児健康診査の一環として歯科健康診査と歯科保健指導を実施  
している。 
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（ア）１歳６か月児歯科健康診査  

対 象 実 施 受 診 率 処 置 歯 鍍 銀 歯

者 数 人 員 （%） Ｏ １ 型Ｏ ２ 型 総 数 Ａ 型 Ｂ 型 Ｃ 型 総 数 ％ の あ る 者 の あ る 者

総 数 1,328 1,152 86.7 564 568 1,132 17 3 0 20 1.7 0 0

台 東 578 540 93.4 265 263 528 9 3 0 12 2.2 0 0

浅 草 750 612 81.6 299 305 604 8 0 0 8 1.3 0 0

む し 歯 の な い 者 む し 歯 の あ る 者
区 分

（ 単 位 ： 件 ）１ 歳 ６ か 月 児 健 康 診 査 の 一 環 と し て 歯 科 健 康 診 査 と 歯 科 保 健 指 導 を 実 施 。

不 正 口腔軟組織 むし歯 １人平均 処置歯 鍍銀歯

咬 合 疾患 の総数 むし歯数 の総数 の総数

総 数 124 50 58 16,762 53 0.05 0 0

台 東 58 22 25 7,703 35 0.06 0 0

浅 草 66 28 33 9,059 18 0.03 0 0

区 分
そ の 他

その他異常のある者

現在歯数

（ 単 位 ： 歯 ）

              

 

 

（イ）２歳児歯科健康診査  

Ｏ１型 Ｏ２型 総数 Ａ型 Ｂ型 Ｃ型 総数

総数 178 112 65 177 1 0 0 1

台東 117 75 41 116 1 0 0 1

浅草 61 37 24 61 0 0 0 0

実施人員
むし歯のない者 むし歯のある者

区分

 
 
 
 

 
むし歯の罹患型  
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（ウ）３歳児歯科健康診査 

対 象 実 施 受 診 率 むし歯の 処 置 歯 鍍 銀 歯

者 数 人 員 （%） ない者 Ａ 型 Ｂ 型 Ｃ 型 総 数 ％ の あ る 者 の あ る 者

総 数 1,281 1,133 88.4 960 116 47 10 173 15.3 55 19

台 東 539 496 92.0 412 51 28 5 84 16.9 24 10

浅 草 742 637 85.8 548 65 19 5 89 14.0 31 9

む し 歯 の あ る 者
区 分

（ 単 位 ： 件 ）３ 歳 児 健 康 診 査 の 一 環 と し て 歯 科 健 康 診 査 と 歯 科 保 健 指 導 を 実 施 。

不 正 口腔軟組織 むし歯 １人平均 処置歯 鍍銀歯

咬 合 疾患 の総数 むし歯数 の総数 の総数

総 数 190 27 83 22,453 570 0.50 122 59

台 東 80 3 35 9,821 305 0.61 63 34

浅 草 110 24 48 12,632 265 0.42 59 25

区 分
そ の 他

その他異常のある者

現在歯数

（ 単 位 ： 歯 ）

       
注  (ア )～ (ウ )の用語説明  
 ０型  むし歯がない者  
０１型    むし歯がなく、かつ口腔環境がよいと認められる者  
０２型    むし歯はないが、口腔環境が良好でなく、近い将来において、  

むし歯り患の不安のある者  
Ａ 型    上の前歯のみ、または奥歯のみにむし歯のある者  
Ｂ 型    上の前歯と奥歯にむし歯のある者  
Ｃ 型    下の前歯やその他にむし歯のある者  
鍍銀歯    フッ化ジアンミン銀塗布歯  
 
（エ）その他  

 8 か月児の保護者に対し、「赤ちゃんの歯とお口の健康情報」を送付し、  
初めての歯みがきのポイントや、各種教室案内を行い、普及啓発に努めている。  

また、歯科衛生相談で、歯科健診･相談・歯みがき指導等を実施している。  

 
むし歯の罹患型  
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（２）歯科衛生相談  
生涯を通じた歯と口腔の健康づくりをめざして、乳幼児から高齢者までを 

対象に、歯科衛生相談日を設け、歯科健康診査、保健指導、歯の健康教室及び

予防処置を実施している。  
 
ア．歯科健康診査及び保健指導  

総数 693 (51) 15      607    55    (39) 16 (12) 71      （51)

初診 276 (7) 15      235    20    (4) 6   (3) 26      (7)

再来 417 (44) 0 372    35    (35) 10 (9) 45      (44)

総数 401 (38) 6       345    37    (27) 13 (11) 50      (３8)

初診 146 (6) 6       122    14    (4) 4   (2) 18      (6)

再来 255 (32) 0 223    23    (23) 9   (9) 32      (32)

総数 292 (13) 9       262    18    (12) 3   (1) 21      (13)

初診 130 (1) 9       113    6     (0) 2   (1) 8       (1)

再来 162 (12) 0 149    12    (12) 1   (0) 13      (12)

乳幼児

総数

台東 

浅草

区分 妊産婦受診者総数
開設
回数

25(2)

24(1)

49(3)

その他

40歳未満 40歳以上 計

 
（   ）障害者を再掲  

イ．歯の健康教室・歯みがき実習  

区分 受講者数 開設回数

総数 852 130

台東 453 69

浅草 399 61   
ウ．予防処置 (４歳未満の希望者 ) 

歯口清掃 歯石除去

件 歯 件 歯 件 件

総数 163 161 2,931 - - 1 1 47

台東 88 87 1,626 - - - 1 25

浅草 75 74 1,305 - - 1 - 22

開設回数区分 実施数
フッ素塗布 鍍銀
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（３）普及啓発  
ア  健康学習、健康相談  

歯と口腔の健康を保つための健康学習会や健康相談等を実施し、  
好ましい生活習慣が実践できるよう、普及啓発を図った。  

区  分  実施総数  母子  成人・高齢者・障害者

個別相談  172 152 20

健康学習  1,360 1,006 354

高齢者の健康づくり  
(口腔機能向上 ) 137 137

 
 

イ 歯と口の健康週間行事  
        区内２歯科医師会に委託して｢歯の無料健康相談｣を 2 会場で実施して  

いる。  
 
 
 
 
 
    ウ 8020 達成者表彰 

区 分  表彰者数  認定者数  
人 数 93 60

 
 
注 ウの用語説明  

8020 達成者：80 歳以上で自分の歯が 20 本以上ある健康な者  
表彰者：審査の結果、25 年度に初めて 8020 達成者として表彰された者  
認定者：過年度において 8020 達成者として表彰されており、審査の結

果 25 年度も自分の歯が 20 本以上あると認められた者  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

区 分  総  数  台東区歯科医師会館 浅草公会堂  
参加人数  666 156 510
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（４）成人歯科保健  
ア 歯科基本健康診査  

     歯の喪失を予防し、高齢期における健康を維持するため、区内２歯科医師

会に委託して歯科基本健康診査を実施している。  

受診者内訳 30歳 35歳 40～44歳 45～49歳 50～54歳 55歳 60歳 65歳 70歳 総数 受診率

男性 84 101 453 410 418 101 104 166 135 1,972 6.3%

女性 188 173 859 656 611 118 131 228 189 3,153 11.3%

総数 272 274 1,312 1,066 1,029 219 235 394 324 5,125 8.7%

受診率 8.7% 8.1% 7.7% 7.5% 8.9% 10.3% 10.9% 13.0% 13.2% 8.7%

１人平均歯数 30歳 35歳 40～44歳 45～49歳 50～54歳 55歳 60歳 65歳 70歳

健全歯 20.2 17.2 15.3 13.9 12.8 12.1 10.9 10.4 8.8

処置歯 7.1 10.1 11.7 13.0 13.4 13.4 13.5 13.1 13.1

未処置歯 1.5 1.3 1.1 0.8 0.8 0.7 0.8 1.0 1.0

現在歯 28.8 28.6 28.1 27.6 27.0 26.3 25.2 24.5 22.9

  *CPIコード３以上   歯周ポケット４㎜以上あり歯周病が進行している
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30歳 35歳 40～44歳 45～49歳 50～54歳 55歳 60歳 65歳 70歳

％本 歯周病と喪失歯の状態

１人平均喪失歯数 CPIコード３以上の者

 

イ 歯科基本健康診査フォローアップ  
      歯科基本健康診査受診者で、「要指導」及び歯科医師が必要と認めた者に

対し、ニュースレターを送付し、受診者が自ら自分の歯の健康の保持及び歯

の喪失の予防を図ることができるよう支援する。 

 

ニュースレター送付者数  1,953 人 
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９ 健康増進センター事業 
（１）健康増進センター運営 

生涯にわたる健康づくりを推進し、区民の自主的な健康づくりを支援するた

め、医師、保健師及び栄養士による健康度測定を行い身体状況に応じた運動プ

ログラムを提供し、あわせて運動、保健及び栄養等専門スタッフの指導のもと

に、トレーニング機器等を使用した総合的な健康づくりの実践を図っている。  
 

利用対象 区内在住・在勤の１８歳以上の方 
       

 
 
 《年度別利用者数》 

上野健康増進センター 
 ２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 

トレーニング室等使用者  ２６，９９１ ２７，６１２ ２５，０３２ ２５，３６６  ２４，７５２

健康度測定受診  ９５ ８６ ８８ ８８ ８３

 
千束健康増進センター 

 ２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 

トレーニング室等使用者  １０，８８６ ２，６０４ ８，２７１ ８，８５２  ９，３９４

健康度測定受診  ３２ ９ ３０ ３３ ３４

  
※ 平成２２年度７月から３月まで千束健康増進センターは改修工事のため休館  
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 不要な方     必要な方 
＊費用が３０００円 

かかります。

 
 
 
 
 
 
 
 
                  

        

  

    

 
 
 
 
 
 
 

 

（２）千束・上野健康増進センター 利用の流れ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

千束・上野健康増進センター 利用の流れ 

健康づくり調査票（身体状況など）の記入・提出 

判定 
調査票の内容をもとに健康度測定が必要かどうか判定 

利用事前講習会 
 

・施設、設備の利用方法
・トレーニングの方法 

健康度測定 
・尿検査、肺機能検査等 
・安静時心電図、負荷心電図 
・保健相談、栄養相談 

運動プログラム作成 

 

トレーニング開始（１年更新） 要 治 療 

運動可 運動不可 
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